
報告者　秩父市危機管理課　磯田欣央

みんなでつくろう！
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　秩父市

概要①　人口・地勢

人　  口：62,895人　（2019年1月1日現在）

　　　　　男：30,751人

　　　　　女：32,144人

世帯数：26,384世帯

面　  積：577.63Km2

　　　　　 　　（埼玉県の約1/6）
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3

概要②　観光１
観光：年間約580万人の観光客が来訪

　　芝桜の丘（春）、龍勢祭り（秋）、秩父夜祭（冬）、札所３４観音、　　

　　サイクリング、登山、最近では、アニメの舞台やテレビCMで宣伝
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概要②　観光２
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概要③　人口構成

出典：秩父市市民課

人

図表１ 人口は、65歳～69歳が最も多く、若い世代ほど少ない。

高齢化率
32％
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概要④　産業構造

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　秩父市

出典：経済センサス（2016年)

図２

農林漁業, 179 鉱業,採石業,砂利採

取業, 78

建設業, 
2165

製造業, 5868

電気・ガス・熱供給・
水道業, 109

情報通信業, 99

運輸業,郵便業, 1192

卸売・小売業, 
5038

金融・保険業, 535

不動産業,物品賃貸

業, 433

学術研究,専門・技術

サービス業, 513

宿泊業,飲食サービス業, 
2795

生活関連サービス業,
娯楽業, 1287

教育,学習支援業, 
441

医療,福祉, 3454

複合サービス事業, 
332

サービス業（他に分類さ
れないもの）, 1061

公務（他に分類される
ものを除く）, 1426

１９％

１３％

１０％

全国
　・製造業（全国15％）
　・卸売・小売業（20％）
　・医療・福祉（同13％）
　・宿泊業・飲食業・サービス業
　　（同9%）２２％

図表２
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５園 367人   公立のみ

４園 101人  公立3園、私立1園

５園 721人  私立のみ

13校 2,891人  公立のみ

8校 1,598人  公立のみ

2校   1,487人  公立のみ

2校   137人  公立1校、私立1校

1校 28人  県立のみ

1校 86人  私立のみ

出典：秩父市（2019年5月1日現在）

５施設 ４４９床

６１施設 ３６床

 ３３施設 －

出典：埼玉県保健統計年報・医療機関事務処理状況報告（201９年７月1日現在）

概要⑤　医療機関・学校等の状況
図表３

図表４
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今後もずっと

760  人

68%

173  人

16%

45  人

4%

13  人

1%
125  人

11%

定住意思（n=1,116）

今後もずっと

当分住み続けたい

将来引っ越すつもり

近々引っ越す

わからない

概要⑥　定住意思が高い
・「今後もずっと住み続けたい」、「当分住み続けたい」と

　思っている市民が約８０％。

・持ち家比率87.7％、居住年数20年以上83.6％
　（ 2013年安心・安全なまちづくりアンケート）

出典：秩父市市民満足度調査（2011年）

取組み開始前

今後もずっと

住み続けたい
62%

当分住み

続けたい
19%

5%
1%

13%

定住意思（n=993人）
今後もずっと住み続け

たい

当分住み続けたい

将来引っ越すつもり

近々引っ越す

わからない

出典：秩父市市民満足度調査（2016年）

認証取得後

図表５
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出典：秩父市中期財政計画　第３次財政健全化計画（2019年）

秩父市の財政状況
図表６ 歳入は大幅に減少する見込みで、厳しい財政運営が求められている。
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出典：秩父市地域政策課

秩父市の将来推計人口

人

年

図表７
秩父市の人口は将来的にも減少し続ける見込み。
20年後　⇒　若い世代は40％近く減少。高齢化率は約36%。

約30％減少

認証

取組みの経緯２
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自助

公助共助

○高齢化の進行
　　　　　　　自分の力では安全確保が困難

○厳しい財政状況
　　　行政サービスの限界

地域が一体となった
まちづくりが重要

取組みの経緯３

質の高い安心・安全なまちづくり
11
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年　　月 内　　容

2012年　5月 　ＳＣ調査・研究に着手

2012年   9月 　市議会において取組開始を宣言

2012年 11月 　推進協議会を設置

2012年 11月　　　　　ＷＨＯ協働センターに書簡伝達

2013年   8月 　対策委員会を設置（７委員会）

2015年　5月 　認証申請書を提出

2015年　7月 　現地審査

取組みの経過
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2017.10    セーフコミュニティ国際会議セルビア大会参加

2016.３  セーフコミュニティ推進条例の制定  

2016～  毎年 セーフコミュニティ記念イベント（活動報告会
       等）を開催

認証取得後の歩み①（体制・周知）

2018.11    アジア地域セーフコミュニティ会議厚木大会参加

記念イベント（市民安全フォーラム）、事業報告会
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アジア地域ＳＣ会議厚木大会

ＳＣ国際会議セルビア大会



2016年　  取組みの充実と周知活動の強化

  　　安全・安心なまちづくりアンケート調査（認知度４８％）

2017年　  協働型（市民参加型）の取組み検討・開始

　　　　　　 協働①地区防災計画の策定（モデル地区）

　　　　　　 協働②町会の小型除雪機による除雪作業開始

2018年　　各対策委員会委員の所属団体との連携強化

              協働③隣組長によるパトロール（ＳＣトートバッグ配布）

2019年　　安全・安心なまちづくりアンケート調査（認知度５４％）

　　　　　　 協働④セーフドライブプロジェクト

　　　　　　 協働⑤目撃情報通報プロジェクト（犯罪・交通）

　　　　　　 協働⑥通報体制の強化（虐待・徘徊）
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認証取得後の歩み②（取組み）



協働型取組み 開始
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①逃げ地図（避難計画図）・地区防災計画
②町会　小型除雪機による除雪

代表：町会長

世帯 世帯 世帯 世帯 世帯 世帯 世帯 世帯

役員 役員

市民（約67,000人）加入率94%

隣組 隣組 隣組

町会

隣組

地域の災害対応

③隣組長　パトロール
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協働型取組み 今年度開始
④セーフドライブプロジェクト

決められた速度や交通ルールを守り、安全走行
（セーフティドライブ）に努める市民や企業を募集。 
優良ドライバーを増やし、交通事故「０」を目指す。 

　子どもの虐待、高齢者の虐待や徘徊

を見かけた場合に、通報する。

⑥通報体制の強化（虐待・徘徊）

⑤目撃情報通報プロジェクト

事案
発生

秩父警察署 SC犯罪の防止
対策委員会

市民ボランティア

捜査

協力依頼

安心・安全メール通知情報・映像の提供

※見てみぬふり
をしない

関係機関
へ連絡
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1. 分野横断的な協働・連携の仕組み

2. 全ての性別・年齢・環境・状況を網羅する、継続的な予防
活動の実施

3. ハイリスクグループの集団や環境に焦点を当てた予防活
動の実施

4. あらゆる入手可能な『根拠』に基づいた予防活動の実施

5. 外傷の発生頻度と原因を継続的に記録する仕組み

6. 予防活動の効果・影響を測定・評価する仕組み

7. 国内外のセーフコミュニティネットワークへの継続的な参加

指標に基づいた取り組み
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秩父市
セーフコミュニティ推進協議会

秩父市

セーフコミュニティ推進本部

秩父市

セーフコミュニティ検討委員会

秩父市セーフコミュニティ

庁内サポーター会議

重点課題の対策委員会

交
通
安
全

高
齢
者
の
安
全

子
ど
も
の
安
全

自
殺
予
防

災
害
時
の
安
全

犯
罪
の
防
止

自
然
の
中
で
の
安
全

外
傷
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
委
員
会

（外
傷
調
査
委
員
会
）

市民に対する活動の展開、情報の提供、研修
会等の開催

庁内組織 協働組織

指標１　分野横断的な協働・連携の仕組み

連携

連携

①

②

③

④



指標１　分野横断的な協働・連携の仕組み②

外傷サーベイランス委員会
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①ＳＣ推進懇談会

④推進本部会議

②対策委員会

④検討委員会 ④庁内サポーター会議


